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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　入力手段１と出力手段２と記憶手段４と制御手段８とを具備し、ユーザ端末機である複
数の携帯電話機21間で情報を中継するように構成しており、
　上記記憶手段４は、各携帯電話機の使用者であるユーザ毎に形成した記憶領域６であっ
て、そのユーザ本人の情報及びこの本人について情報受取人として関連付けられた関連ユ
ーザの情報を各ユーザ毎に割り振る識別符号と共に記憶したものを有しており、
　上記制御手段８は、任意のユーザの携帯電話機21から入力された情報を、当該任意のユ
ーザの記憶領域６に入力するとともに、この記憶領域に記憶された関連ユーザの記憶領域
を、上記識別符号を使用して選定して、この選定された記憶領域へ上記入力情報を転送し
、この転送情報を上記関連ユーザの携帯電話機２１へ出力可能に構成している情報中継シ
ステムにおいて、
　上記ユーザ本人と情報受取人とを関連付けるために、上記各ユーザの記憶領域には、各
ユーザを識別するための本人識別情報及び関連ユーザ識別情報として各ユーザの携帯電話
機の電話番号又はメールアドレスを書込むように設け、
　かつ上記制御手段８が、任意のユーザの記憶領域６の本人識別情報を検索条件として、
他の全てのユーザの記憶領域の関連ユーザ識別情報を検索することで、当該任意のユーザ
と関連する他のユーザを探索し、探索されたユーザの記憶領域６の本人識別情報を上記任
意のユーザの記憶領域６に関連ユーザ識別情報として書込みするように構成し、
　また上記制御手段８は、上記任意のユーザからの情報の入力に伴って、そのユーザの記
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憶領域に記憶された関連ユーザのうち、当該任意のユーザからの選定指令があったものの
みを情報受取人として選定するように構成しており、
　更に、制御手段８は、各携帯電話機２１に対して、電話番号又はメールアドレスを登録
するためのノードアプリケーションを供給するように設け、
　このノードアプリケーションは、
　ユーザが電話番号又はメールアドレスを登録したとき及び携帯電話の電話番号又はメー
ルアドレスを変更したときに、これらの電話番号又はメールアドレスを上記入力手段に対
して送信すること、及び
　当該ユーザが本情報中継システムにアクセスした時に、当該ユーザを情報受取人として
選択した他のユーザの電話番号又はメールアドレスのうち更新された情報をダウンロード
して、ノーズアプリケーションに蓄積された対応する情報を更新すること、
　ができるものであることを特徴とする、情報中継システム。
【請求項２】
　上記請求項１記載の情報中継システムを介して情報を送受するユーザ端末機に内蔵され
たコンピュータを、上記情報中継システムの記憶領域６に対応して、上記ユーザ端末機を
使用するユーザ本人及び関連ユーザの情報を書込み可能な記憶領域を有する記憶手段と、
この記憶手段へ書き込まれた情報毎に、上記ユーザ本人からの命令に応じて、上記記憶手
段に記録された関連ユーザのうち上記本人が指定したもののみについて選定指令を生成す
る選定指令作成手段と、上記記憶手段への書込み情報、及び上記選定指令が作成されたと
きには当該指令を上記情報中継システムに対して出力する出力手段と、上記情報中継シス
テムからの情報を受信して上記記憶手段に記憶させる入力手段として機能させるためのプ
ログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、携帯電話機など複数のユーザ端末機の間で情報を中継するシステム、及び該
システムを介して情報を交換するユーザ端末機に使用されるプログラムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、携帯電話機やパーソナルコンピュータのデータベースに知人の電話番号やメール
アドレスを登録して各ユーザ間で電話や電子メールの送信を行うことが盛んである。
【０００３】
　これらユーザは、迷惑メールの防止やプライバシー保護のためにメードアドレスや電話
番号を変更することが良くあるが、データベースに記録した多数の知人にそれぞれその変
更通知を送信するのは大変である。そこでデータベースに記憶した複数の相手に同一の通
信文を送信することが出来る携帯電話機が提案されている（特許文献１）。
【０００４】
　他方、インターネットを介する通信手段では、動的に更新されるサーバ業者のＩＰアド
レスとそのドメイン名とを対応付け、このドメイン名を明示してアクセスする不特定のユ
ーザに対して当該業者のＩＰアドレスを返すダイナミックＤＮＳ（特許文献２）が普及し
ているが、特定の者のみが受信すべき個人情報の伝達には転用できない。
【０００５】
　そこで一の携帯電話機で送信した個人情報を、送信者の電話番号を提示して正当にアク
セスした他の携帯電話機へ転送するサーバシステムであって、当該電話番号を、各携帯電
話機へ外付けする一個の装置を介して転送可能としたものが存在する（特許文献３）。
【特許文献１】特開２００３－５２０７１号
【特許文献２】特開２００３－１６９０７７号
【特許文献３】特開２００３－３３９０８２号
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
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【０００６】
　特許文献２の携帯電話機では、各ユーザからアドレス帳に情報受取人として記載された
知人ユーザに対して一括して通知できるが、その通知自体は情報受取人毎に行われるため
、メールなどの通信量は徒に大となる。又、各ユーザからのメールが情報受取人に到達し
たとしても、各情報到達人はメールを開いて、新たなメールアドレス等を自己のアドレス
帳に登録しなければならず、面倒である。
【０００７】
　又、特許文献４のシステムでは、各携帯電話機への外付け装置を必要とするため、既存
の端末機のみで情報を伝達することができない。
【０００８】
　本発明は、上記従来の問題点を解決するため、記憶手段として、各ユーザ毎に記憶領域
を設け、かつ一のユーザ端末機21から上記入力手段１を介してそのユーザの記憶領域６に
入力された情報を、識別符号を用いた検索処理により、上記情報受取人の記憶領域６へ転
送し、この転送情報を上記出力手段２を介して指定ユーザの端末機21へ送信可能に構成し
た情報中継システムを提供する。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　第１の手段は、入力手段１と出力手段２と記憶手段４と制御手段８とを具備し、ユーザ
端末機である複数の携帯電話機21間で情報を中継するように構成しており、
　上記記憶手段４は、各携帯電話機の使用者であるユーザ毎に形成した記憶領域６であっ
て、そのユーザ本人の情報及びこの本人について情報受取人として関連付けられた関連ユ
ーザの情報を各ユーザ毎に割り振る識別符号と共に記憶したものを有しており、
　上記制御手段８は、任意のユーザの携帯電話機21から入力された情報を、当該任意のユ
ーザの記憶領域６に入力するとともに、この記憶領域に記憶された関連ユーザの記憶領域
を、上記識別符号を使用して選定して、この選定された記憶領域へ上記入力情報を転送し
、この転送情報を上記関連ユーザの携帯電話機２１へ出力可能に構成している情報中継シ
ステムにおいて、
　上記ユーザ本人と情報受取人とを関連付けるために、上記各ユーザの記憶領域には、各
ユーザを識別するための本人識別情報及び関連ユーザ識別情報として各ユーザの携帯電話
機の電話番号又はメールアドレスを書込むように設け、
　かつ上記制御手段８が、任意のユーザの記憶領域６の本人識別情報を検索条件として、
他の全てのユーザの記憶領域の関連ユーザ識別情報を検索することで、当該任意のユーザ
と関連する他のユーザを探索し、探索されたユーザの記憶領域６の本人識別情報を上記任
意のユーザの記憶領域６に関連ユーザ識別情報として書込みするように構成し、
　また上記制御手段８は、上記任意のユーザからの情報の入力に伴って、そのユーザの記
憶領域に記憶された関連ユーザのうち、当該任意のユーザからの選定指令があったものの
みを情報受取人として選定するように構成しており、
　更に、制御手段８は、各携帯電話機２１に対して、電話番号又はメールアドレスを登録
するためのノードアプリケーションを供給するように設け、
　このノードアプリケーションは、
　ユーザが電話番号又はメールアドレスを登録したとき及び携帯電話の電話番号又はメー
ルアドレスを変更したときに、これらの電話番号又はメールアドレスを上記入力手段に対
して送信すること、及び
　当該ユーザが本情報中継システムにアクセスした時に、当該ユーザを情報受取人として
選択した他のユーザの電話番号又はメールアドレスのうち更新された情報をダウンロード
して、ノーズアプリケーションに蓄積された対応する情報を更新すること、
　ができるものであることを特徴とする。
【００１３】
　第２の手段は、上記第1の手段の情報中継システムを介して情報を送受するユーザ端末
機に内蔵されたコンピュータを、上記情報中継システムの記憶領域６に対応して、上記ユ
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ーザ端末機を使用するユーザ本人及び関連ユーザの情報を書込み可能な記憶領域を有する
記憶手段と、この記憶手段へ書き込まれた情報毎に、上記ユーザ本人からの命令に応じて
、上記記憶手段に記録された関連ユーザのうち上記本人が指定したもののみについて選定
指令を生成する選定指令作成手段と、上記記憶手段への書込み情報、及び上記選定指令が
作成されたときには当該指令を上記情報中継システムに対して出力する出力手段と、上記
情報中継システムからの情報を受信して上記記憶手段に記憶させる入力手段として機能さ
せるためのプログラムである。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１４】
　図１は、本発明に係る情報中継システムの概念を示す図である。
【００１５】
　まず本発明の構成中従来公知の部分を説明すると、本発明に係る情報中継システムは、
入力手段１と、出力手段２と、記憶手段４と、制御手段８とで構成されている。
【００１６】
　入力手段１は、携帯電話機であるユーザ端末機からの情報を入力して上記記憶手段４へ
配信することが可能に構成しており、又、出力手段２は上記記憶手段４に記憶された情報
を上記各ユーザ端末機21へ送信可能に構成している。
【００１７】
　記憶手段４は、各登録ユーザ毎に当該登録ユーザの連絡先に相当するアドレス情報（電
話番号やメールアドレスなど）を記憶している。
【００１８】
　制御手段８は、これら入力手段１と出力手段２と記憶手段４とを制御しており、特に一
のユーザ端末機21から上記入力手段１を介して入力された情報を、上記記憶手段４に一時
的に記憶するとともに、この記憶手段から、本システムにアクセスしてきた他のユーザ端
末機21へ上記出力手段２を介して出力することが可能に構成している。この構成は、イン
ターネットを介した電子メール配信システムなどとして周知である。
【００１９】
　尚、好適な実施形態として、サーバ業者のコンピュータを、上記入力手段・出力手段・
記憶手段・制御手段として機能させるプログラムを用いてそれら各手段を実現することが
できる。この例では、各携帯電話機に対する既存の送受信手段に接続するパソコンのイン
ターフェイス部が上記入力手段１及び出力手段２を構成することになるが、その受信手段
及び送信手段そのものを本システムの入力手段及び出力手段としても良い。又、上記記憶
手段は、上記コンピュータに接続した外部記憶装置としても良い。
【００２０】
　　本発明においては、上記記憶手段４は、図１に示す通りユーザ端末機21の使用者であ
る各登録ユーザＡ、Ｂ、Ｃ…毎に作成された記憶領域６…を有しており、例えば一の登録
ユーザＡの記憶領域には、その登録ユーザ本人Ａの情報と、この本人が情報受取人として
予め指定した任意数の他の関連ユーザＢ、Ｃ…の情報とが相互に区別して記憶されている
。尚、これら本人情報及び関連ユーザの情報は、登録ユーザに対して予め割り当てられた
後述の識別符号とともに一括して管理されている。尚、本明細書で登録ユーザを符号Ａ、
Ｂ、Ｃ…で表すのは各登録ユーザ相互の関係を表現するためであり、その関係を損なわず
に限り各登録ユーザの役割を入れ替えるのは自由である。
【００２１】
　尚、記憶手段４に記憶する各登録ユーザの情報は、少なくとも上述のアドレス情報（電
話番号やメールアドレスなど）を含むものとする。このアドレス情報は、通常各登録ユー
ザに固有のものであり、本発明では、これを各登録ユーザの識別情報（本人識別情報乃至
関連ユーザ識別情報）として兼用する。
【００２２】
　又、上記制御手段８は、少なくとも(1)各登録ユーザの情報を個別に管理する機能と、(
2)情報受取人に対応する他の登録ユーザを選定する機能と、(3)関連ユーザを検索する機
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能と、(4)ユーザ端末機に所定プログラムをダウンロードする機能とを有する。
(1)情報管理機能
　制御手段８は、まずこの本システムのユーザとしての資格を申請する者（例えばＣ）が
あるときには、この者に対して、当該ユーザの登録名を兼ねる識別符号を割り当てるとと
もに、この識別符号の下で、上記記憶手段４内に、その登録ユーザの情報を管理する記憶
領域６（図示例では記憶手段右端の領域）を形成する。
【００２３】
　　上記識別符号は、既述ダイナミックＤＮＳにおけるドメイン名に相当するものであり
、文字、数字、記号又はこれらの組み合わせの何れで構成しても良い。又、この識別符号
は、原則として上記申請者が選択できるようにしても良いが、異なるユーザが同一の識別
符号を選択すると、その識別符号の機能を果たすことができないため、申請手続に際して
、他の登録ユーザの識別符号と一致しないかどうかを検索し、一致する識別符号があると
きには、異なる識別符号を入力することを要求するメッセージを申請者に送るように制御
手段を構成すると良い。尚、実施例の欄で後述する如く上記申請者を情報受取人とする他
の登録ユーザが存在しておりかつこのユーザにより既に識別符号に相当する識別子（ラベ
ルなど）が付与されているときには、これを使用しても良い。
【００２４】
　　識別符号の割当て及び記憶領域の形成が完了すると、申請者Ｃはユーザとして本シス
テムに新たに登録されたことになる。この状態から新規登録ユーザＣが登録ユーザＡを情
報受取人として、この情報受取人の情報（アドレス情報乃至識別符号など）を、そのユー
ザ端末機から入力してきたときには、上記記憶手段８は、その情報受取人の情報を、その
新規登録ユーザＣの記憶領域６に関連ユーザＡの情報として記憶させる。
【００２５】
　　尚、上述の情報受取人の情報としては、電話番号・メールアドレスなどのアドレス情
報及び識別符号のうち少なくとも当該受取人を特定できる一つの情報があれば足り、例え
ば、新規登録ユーザが情報受取人の識別符号を知らないときでも、当該情報受取人が他の
登録ユーザとして本システムに登録されていれば、後述の制御手段８の関連ユーザ検索機
能により、当該他の登録ユーザの記憶領域から所要の情報を、新規登録ユーザの記憶領域
に転送することができる。又、新規登録ユーザの記憶領域６の本人情報は、後述の関連ユ
ーザ検索機能により、他の登録ユーザの記憶領域６に関連ユーザ情報として記憶される。
この点については後述する。
【００２６】
　又、制御手段８は、例えば一の登録ユーザＡが、変更された自己のアドレス情報等を送
信してきたときには、当該情報を、その登録ユーザＡの記憶領域６（図示例では記憶手段
４内の左端の領域）に既に記憶された変更前の情報に上書きするとともに、下記の登録ユ
ーザ選定機能により情報受取人として選定された他の登録ユーザＢ、Ｃの記憶領域６を選
定し、この選定された記憶領域に記憶された各関連ユーザのうち上記登録ユーザＡと同一
の識別符号を有するものを検索し、検索された関連ユーザの変更前の情報に変更後の情報
を上書きする。尚、一の登録ユーザの記憶領域に新たな情報を追加した場合にも、上記制
御手段８は、上記とほぼ同様の手順により選定した他の登録ユーザの記憶領域６に上記情
報を対応関連ユーザ情報として追加する。
(2)登録ユーザ選定機能
　　制御手段８は、例えば登録ユーザＡが自己の記憶領域６に対する情報の変更・追加が
あったときには、その登録ユーザの記憶領域６の全ての関連ユーザＢ、Ｃ…の情報を参照
して、各関連ユーザの識別符号と、登録ユーザＡ以外の全ての登録ユーザの記憶領域６の
本人情報の識別符号とが一致するか否かを照合・検索し、一致する識別符号を有する登録
ユーザＢ、Ｃ…の記憶領域６を選定する機能を有する。
【００２７】
　　尚、登録ユーザによっては、電話番号の変更は全ての知人に通知するが、メールアド
レスは親しい友人にのみ通知したいと考えることがあり、このように登録ユーザの自由な
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選択により情報の種類に応じて関連ユーザのうち情報を通知する者を更に制限するときに
は、情報の変更・追加の都度に登録ユーザから発信した選択指令があった関連ユーザのみ
を選定するように制御手段８を構成しても良い。
(３)関連ユーザ検索機能
　　本機能は、一の登録ユーザＡが情報受取人として指定したい他の登録ユーザＢの識別
符号乃至アドレス情報を知らないが、他の登録ユーザＢの記憶領域には登録ユーザＡの識
別符号乃至アドレス情報が記録されている場合に有利な機能である。即ち、制御手段８は
、上記の如き場合に上記登録ユーザＡからの指令などにより、当該登録ユーザＡの記憶領
域６のアドレス情報乃至識別符号を検索条件として、他の全ての登録ユーザＢ、Ｃ…の記
憶領域の関連ユーザ情報を検索して、同一の情報を有する他の登録ユーザを、登録ユーザ
Ａの関連ユーザとして特定し、特定した登録ユーザの各記憶領域６の本人情報を、登録ユ
ーザＡの記憶領域に関連ユーザ情報として転送する。尚、転送された関連ユーザ情報のう
ち登録ユーザＡが不要とするものを当該登録ユーザＡの記憶領域から削除することができ
るように設けても良い。
(４)ユーザ端末機用プログラムのダウンロード機能
　制御手段８は、既述ユーザ端末機21に内蔵したコンピュータ用のプログラム（ノードア
プリケーション）を各登録ユーザからの要求に応じて当該端末機へダウンロードする機能
を有する。このプログラムは、本システムの記憶手段４に予め記憶させておくと良い。
【００２８】
　図２は、上記ユーザ端末機21の内蔵コンピュータのプログラムにより実現される機能の
概念図を示している。即ち、このプログラムをダウンロードしたコンピュータは、少なく
とも入力手段と、出力手段と、記憶手段と、選択指令形成手段として機能する。上記記憶
手段は、既述情報中継システムの記憶手段４のうち各登録ユーザの記憶領域６と同様に本
人情報及び関連ユーザ情報を書き込み可能に構成している。又、上記ユーザ端末機には打
込みキー等の対人用インターフェイス22を設けており、このインターフェイスを介して上
記ユーザ端末機21の記憶手段の情報を変更することができるとともに、該情報は上記出力
手段を介して情報中継システムへ送信され、このシステムの記憶手段４のうち当該ユーザ
端末機の使用者に対応する登録ユーザの記憶領域６に記憶され、又、この記憶領域６内の
情報はこの記憶領域に対応するユーザ端末機21の記憶手段へ入力されるように構成してい
る。又、上記インターフェイス22を介して上記選択指令作成手段に当該選択指令を作成す
ることができ、この指令は上記端末機21の記憶手段に記憶された情報とともにユーザ端末
機21の出力部を介して情報中継システムへ送信される。　
【実施例】
【００２９】
　　以下、図３乃至図10に基づいて本発明のシステムを利用する具体的手順を説明する。
【００３０】
　ユーザＡは、まず自己の携帯電話機21により本発明の情報中継システムにアクセスして
既述ノードアプリケーションをダウンロードする。このノードアプリケーションは、図３
左半部に示す如く携帯電話機の画面に電話帳を表す表を表示する機能を有し、更にユーザ
Ａが自己の登録名・電話番号・メールアドレスを登録事項として入力することができる。
この登録が完了すると、上記ノードアプリケーションは、サーバーの情報中継システム（
以下単に本システムという）にアクセスして上記登録事項を転送し、このシステムへのユ
ーザ登録を終える。この登録と同時に上記情報中継システムの記憶手段には登録ユーザＡ
の記憶領域が確保される。尚、図３の右半部上欄は各登録ユーザの記憶領域のうちの本人
情報を、同右半部の下欄は登録ユーザＡの記憶領域の各関連ユーザの情報をそれぞれ表形
式で表したものである。
【００３１】
　次に図４に示すように、登録ユーザＡは、自分の携帯電話機の表を操作して、自分が情
報受取人として指定するＢのラベル（上記登録名に相当するもの）・電話番号・メールア
ドレスを入力して、Ｂの情報をノードアプリケーションに記録する。
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【００３２】
　そして登録ユーザＡは、ノードアプリケーションに記憶したＢのデータを図５に示す如
く本システムへ送信し、このシステムの登録ユーザＡの記憶領域に関連ユーザとして記録
する。
【００３３】
　他方、ユーザＢもＡと同様に、登録名、電話番号、メールアドレスをサーバーの情報中
継システムに通知してユーザ登録を終える。この登録と同時に本システムの記憶手段には
、登録ユーザＢの記憶領域が確保される。
【００３４】
　登録ユーザＢの記憶領域が確保されたならば、本システムは、全てのユーザ（図示例で
はユーザＡのみ）の記憶領域から、登録ユーザＢの電話番号・メールアドレスが一致する
データがあるかを検索し、あるならば、そのデータが存在する他の登録ユーザの本人デー
タをユーザＢの記憶領域に記憶する。ここでは、登録ユーザＡの記憶領域にユーザＢのデ
ータ（電話番号とメールアドレス）があるので、図７の如く登録ユーザＢの記憶領域にユ
ーザＡの登録名、電話番号、メールアドレスが記憶される。
【００３５】
　登録ユーザＢがノードアプリケーションで本システムにアクセスしたときに、図８の如
く自分の記憶領域にノードアプリケーションにない登録ユーザＡのデータを発見し、これ
をダウンロードする。
【００３６】
　　ここまでの手順で、登録ユーザＡと登録ユーザＢの間において情報の較差が解消され
た。
【００３７】
　　次にユーザＡが自分の携帯電話機のデータの変更（メールアドレスの変更、もしくは
電話番号及びメールアドレス双方の変更など）をした場合の処理の流れを記す。ここでは
簡単のためメールアドレスを「ａ－ａｄｄｒｅｓｓ」から「ａ’－ａｄｄｒｅｓｓ」に変
更した場合を解説する。
【００３８】
　登録ユーザＡはノードアプリケーション内でメールアドレスを変更する。変更した後、
ノードアプリケーションは図９の如く本システムにアクセスし、上記変更を通知する。な
お、この通知の際に、登録ユーザＡは上記変更を登録ユーザＢに通知するか否かを設定す
ることができるが、ここでは通知するものとする。
【００３９】
　上記通知を受けた本システムはユーザＡの記憶領域に記憶された旧アドレスから新アド
レスに変更した後、ユーザＡの記憶領域に登録されているユーザ（ここでは登録ユーザＢ
のみ）に対してこの変更を反映させるため、登録ユーザＢの記憶領域にある登録ユーザＡ
のデータを更新する。
【００４０】
　その後、ユーザＢがノードアプリケーションで本システムにアクセスした時に、この更
新情報をダウンロードし、ノードアプリケーションの登録ユーザＡのデータを更新する。
【図面の簡単な説明】
【００４１】
【図１】本発明に係る情報中継システムの概念図である。
【図２】図１のシステムに使用するユーザ端末機であって内蔵コンピュータに本発明に係
るプログラムをダウンロードさせたものの機能説明図である。
【図３】本発明におけるユーザＡの登録過程の説明図である。
【図４】本発明におけるユーザＡの端末機への情報書込みの過程の説明図である。
【図５】本発明におけるユーザＡからサーバシステムへの情報送信の過程の説明図である
。
【図６】本発明におけるユーザＢの登録過程の説明図である。
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【図７】本発明におけるユーザＢによる関連ユーザ検索過程の説明図である。
【図８】本発明におけるユーザＡの記憶領域からユーザＢの記憶領域への情報転送の過程
の説明図である。
【図９】本発明においてユーザＡのアドレスを変更したときのシステム内部での処理の過
程の説明図である。
【図１０】本発明における変更されたユーザＡのアドレスを他のユーザＢへ通知する過程
の説明図である。
【符号の説明】
【００４２】
　１…入力手段　２…出力手段　４…記憶手段　６…記憶領域　８…制御手段
　　21…ユーザ端末機　22…同対人インターフェイス
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